予算要求資料
平成28年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費　　　
	事業名　酪農振興対策支援事業


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　農政部　畜産課　酪農・肉用牛係　電話番号：058-272-1111（内2876）

　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　　　10,006千円（前年度予算額：7,506千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	7,506
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,506

	要求額
	10,006
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,006

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
　　飼料価格の高止まりや原油高による資材費の高騰により、酪農経営における
生産費が上昇し、収益性が悪化している。

また、収益性の悪化に伴う廃業や肉用牛経営への転換により生乳生産量が減少し、需要期における学校給食用牛乳（県内生乳100％使用）の供給がひっ迫。
本県の乳用牛の廃用時の平均産次数は3.08産と全国平均の3.44産に比べ低くなっている。

日豪EPAやTPPの影響として、安価な乳製品が輸入により、乳製品の主産地である北海道の生乳が本州に移入し、生産コストの高い本州の酪農が打撃を受ける。さらに安価な牛肉の輸入により、品質が競合する乳用種肥育牛や交雑種肥育牛の価格が下落し、肥育素牛を供給している酪農家の経営が悪化する。

（２）事業内容
➀ 乳用牛改良増殖推進事業【継続】
乳用牛の改良や飼養管理の改善を目的とした乳用牛群検定事業などに要する経費の一部を補助する。
➁ 効率的乳用後継牛確保対策支援事業【継続】

　　　乳用牛を効率的に確保するため、雌雄判別技術を活用した場合に、その経
　　費の一部を補助する。
➂ 乳用初妊牛増頭対策支援事業【継続】

増頭を図る酪農家に対し、乳用初妊牛の導入経費の一部を補助する。
➃ 長命連産型牛群整備推進事業【新規】
　 種雄牛評価において、長命連産効果が高い種雄牛が交配された乳用牛を導入した場合に、導入に係る経費の一部に対し補助する。

　※ 独立行政法人家畜改良センターが、種雄牛毎の改良効果を公表しており、この評価項目の中に「長命連産効果」がある。
（３）県負担・補助率の考え方

　効率的な生乳生産を推進し、本県の酪農経営の安定化を図るため、事業費の
１／２以内を負担する。
（４）類似事業の有無
　　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	10,006
	・乳用牛改良増殖推進事業：1,006千円
・効率的乳用後継牛確保対策支援事業：1,500千円
　　対象頭数100頭　１頭当たり補助額15千円

・乳用初妊牛増頭対策支援事業：5,000千円
　　対象頭数100頭　１頭当たり補助額50千円

・長命連産型牛群整備推進事業：2,500千円

　　対象頭数100頭　１頭当たり補助額50千円

	合計
	10,006
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　各種計画における目標乳量

岐阜県家畜改良増殖計画・・・9,200kg（H37)

岐阜県酪農肉用牛生産近代化計画・・・9,200kg（H37）

ぎふ農業・農村基本計画・・・9,000kg（H32）

目標達成の施策として、牛群検定や雌雄判別技術の活用を図ることを掲げている。

また、平成27年3月に農林水産省で作成された「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針」の中でも、乳用牛の供用期間（長命連産）の延長を課題としている。
（２）後年度の財政負担
　　酪農経営基盤の強化に資するため、今後も県単独事業として継続する。
（３）事業主体及びその妥当性
➀ 乳用牛改良増殖推進事業
　　　　岐阜県酪農農業協同組合連合会は、乳用牛群検定事業等の窓口団体である

ことから、当該事業を実施するに妥当である。
➁ 効率的乳用後継牛確保対策支援事業
➂ 乳用初妊牛導入支援事業
➃ 長命連産型牛群整備推進事業

市町村、農協、農協連は、地域の酪農振興に携わることから、当該事業を

実施するに妥当である。
県単独補助金事業評価調書
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業


	補助事業名
	酪農振興対策支援事業

	補助事業者（団体）
	市町村・岐阜県酪農農業協同組合連合会

	補助事業の概要
	（目的）酪農経営の安定に資すること
（内容） ・牛群検定及び後代検定の推進
　　　   ・乳用後継牛確保の推進

　　　　 ・乳用初妊牛の増頭を推進

	補助率等
	定額・定率・その他（例：人件費相当額）
乳用牛改良増殖推進事業

生乳検査費　　　　　　　　　・・・上限5,000円/人

　　調整交配推進指導費　　　　　・・・上限4,500円/人

検定娘牛保留・育成推進指導費・・・上限4,500円/人

検定娘牛計画交配費　　　　　・・・上限6,000円/頭
乳用後継牛確保対策支援事業　　・・・上限15,000円/頭

乳用初妊牛増頭対策支援事業　　・・・上限50,000円/頭

	補助効果
	酪農経営の安定、県内生乳生産量の増加

	終期の設定
	平成３７年度

（理由）平成２７年度岐阜県家畜改良増殖計画にて、平成３７年度の県内生乳生産量48,000ｔ/年、１頭当たり乳量9,200kg/年、経産牛頭数5,200頭を目標とし、事業を実施する。


（事業目標）
	・終期までに何をどのような状態にしたいのか

○平成３７年度を目標年度とする。

・県内生乳生産量48,000t/年

・1頭当たり乳量9,200kg/年

・経産牛頭数5,200頭


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
(H26年度末)
	目標
(H28年度末)
	目標

(終期)

	1 県内生乳生産量
	44,092
	48,000
	48,000

	2 経産牛頭数
	4,860
	5,200
	5,200


	
	H24年度
	H25年度
	H26年度
	H27年度
	H28年度

（要求）

	補助金交付実績
	1,415千円
	1,445千円
	1,726千円
	(予算額)

7,506千円
	(要求額)

10,506千円

	指標①目標
	48,000
	48,000
	48,000
	48,000
	48,000

	指標①実績
	47,572
	45,623
	44,092
	(推計値)

44,000
	(推計値)

48,000

	指標①達成率
	99.1％
	95.0％
	91.9％
	(推計値)
91.6％
	(推計値)
100.0％

	指標②目標
	5,200
	5,200
	5,200
	5,200
	5,200

	指標②実績
	5,210
	5,060
	4,860
	(推計値)

4,960
	(推計値)

5,200

	指標②達成率
	100.1％
	97.3％
	93.5％
	(推計値)
95.4％
	(推計値)
100.0％


（前年度の成果）

	・牛群検定及び後代検定の推進により、順調に乳量の増加が図れている。

しかし、経産牛頭数については減少しており、それに伴って県内生乳生産量も減少傾向である。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
直近5年間の搾乳牛減少頭数は、年平均約160頭である。

（H24からH28予測値の平均）
減少を少しでも抑え、乳量増加、生乳生産量の確保を図る。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○
	県内の生乳生産量は年々減少傾向であり、月別によっては生乳の生産量を需要量が上回る現象（主に９月の学校給食用牛乳）が生じており、この逆転を発生させないためには年間48,000tの生乳生産量の確保が必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている

△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
△
	乳用初妊牛増頭対策支援事業は平成27年度から開始しており、今後事業成果が見込まれる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
○
	平成27年度から、２つの継続事業及び新規事業をまとめ、本事業となり効率化を図った。


（事業の見直し検討）

	新たに長命連産型牛群整備推進事業を策定し、乳代効果だけでなく、長命連産効果に着目した牛群の改良を推進する。


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止

（理由）


